
事業費

整備主体
基礎データ

路線名
(空港～市内中心部)

空港名
負担割合事業費総額及び事業期間制限

速度料金所要
時間車線数距離

●国 16.3%
●民間 83.7％

約1兆7,440億 KRW(約15.92億USD) 
【1995–2000】

●ニューエアポート
ハイウェイ株式会社

100 
km/h

1,600-7,100 KRW 
(約170-754 円)

25分
片側3-4車線
(計6-8車線)

約40 km
仁川国際空港高速
道路

仁川
（韓国）

①②③
特別行政区政府 100％
③‘
特別行政区政府 66.6％
民間 33.3％

総額:257億2,514万HKD
(約33.29億USD)【1990-1997】
①57億9,930万HKD(約7.5億USD)
②101億4,641万HKD(約13.13億USD)
③32億7,943万HKD(約4.25億USD)
③‘65億HKD(約8.41億USD）

①②③：
●空港開発指導委員会
（ADSCOM）
●新空港プロジェクト

調整事務所(NAPCO)
③‘香港西區隧道有限公司

50-110 
km/h

①-③0HKD
③’20-60 HKD (約

375-1125円)

18分
片側2-4車線
（計4-8車線）

約30 km
(※1)

①ノースランタオ・
ハイウェイ

②ランタオ・リンク
③ルート3号線
③‘ ③内のトンネル

香港

●国 100%

総額:284億2,000万THB(約9.39億USD)
●Phase１【90年代初頭-1998】
●Phase２【2006-2010.3】
●Phase３【2016-2020.8】

●タイ運輸省高速道路局120 
km/h

105 THB
(約478 円)

16分
片側4車線
（計8車線）

約32 km
（※2）

モーターウェイ
第7号線

スワンナ
プーム
(タイ)

●台湾当局 100%不明【不明-1980】
●交通部国道新建行程局
（現 交通部高速公路局）

90-100
km/h

0 TWD27分
片側3-4車線
(計6-8車線)

約40 km
（※3）

国家第2高速公路
桃園
(台湾)

①国 73.9%
民間 26.1%

②③ 不明

総額:約23.2億MYR(約7.32億USD)
①【2004-2007】

13.2億 MYR(約3.72億USD)
②【1994.6-1997.8】
③【1992-1998】
②＋③：約10億MYR(約3.6億USD)

①：マジュ・エクスプレ
スウェイ有限会社

②：プラス・マレーシ
ア・ベリハッド

③：マレーシア公共事業
局

90-110 
km/h

①-②3.50 MYR
(約122 円)
③0MYR

32分
片側3-4車線
(計6-8車線)

約57 km 

①マジュ高速道路
②南北高速道路中央

連絡道
③連邦道路26号線

クアラルン
プール

(マレーシア)

●国施行区間:国 66.6％/県 33.3％
●県施行区間:国 55％/県 45％
●UR施行区間

国 50%/県・UR 50%
国 50%/県25％/UR 25%

未事業化区間もあり精査中
【2005-事業中】

●国土交通省
●千葉県
●都市再生機構（ＵＲ）

40-70
km/h未定

約65
～

130分
(※5)

片側1-2車線
(計2-4車線)

約50㎞
（※4）

北千葉道路成田

比 較 表
（ 広 域 道 路 ア ク セ ス ）

【凡例】 赤字：国（政府） 青字：政府系企業（政府出資50％以上） 緑字：地方自治体（広域／基礎自治体・地方政府出資50％以上の企業） 黒字：その他
※本調査においては、政府系企業が過半数株式を取得している企業については、形式上民間企業であっても、政府系企業と整理

※2 モーターウェイ第7号線のうち、空港からバンコク市までの距離 ※3 国家第1高速公路＋国家第2高速公路を利用した距離※1 ①②③の合計のうち、空港から香港駅までの距離
※4 外環矢切入口から国道464号・北千葉道路を利用した距離 ※5 参考 都心から東関道利用の場合：約50～80分（昼間・平日）

アジア等の主要空港（広域道路）アクセス
〇アジア等の主要空港では、片側４車線など多車線で、高速でアクセスできる、高規格な道路が都心から直達
されている。
〇多くの場合、空港までのアクセス道路を国（政府）が主体的に計画し、利用者負担を適切に活用し、公的資金や
民間資金を適切に組み合わせること等により、集中的な投資によって早期に整備。

例）仁川空港：片側3-4車線・100km/h、スワンナプーム国際空港：片側4車線・120km/h、桃園空港：片側3-4車線・90-100km/hなど

例）仁川空港： 約5年（40.2㎞）など

出典）自民党成田国際空港推進議員連盟
第２回成田国際空港を拠点とした産業基盤強化PT（R7.10.23開催）の資料より

＜参考＞アジア等の主要空港（広域道路）アクセス
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横浜
B 

1 
K6

千葉

羽田空港

B 

圏央道

外環道

湾岸線

東名高速

関越道

常磐道

中央環状線

中央道

館山道

千葉東金道羽田線

湾岸線

新空港道

第三京浜

東関東道

圏央道

圏央道

東北道

京葉道

CA

E51

C4

E14

E14

E83

E1

E20

E17

E6

C3

C2

E82

E65

C4

C4

E4

2車線4車線6車線以上

車線数
凡 例

供用中

事業中

調査中

松尾横芝IC松尾横芝IC

【新設】
多古IC
【新設】
多古IC

アクアライン

事業中
（市川・松戸）

未事業化区間

成田空港

北千葉道路

成田空港と都心を直結する規格の高い道路とし、成田空港～都心の
アクセス性を向上

市川市から船橋市間の未事業化区間の早期事業化
国道16号以東のサービスレベルの向上

新湾岸道路

新湾岸道路新湾岸道路

渋滞が顕著である京葉道路などを補完
新湾岸道路の概略計画の早期策定

※：新規ICについては、NAAとともに実現に向けて検討しているが、位置も含めて検討中であり、設置は未定

大栄JCT大栄JCT

【新設】
圏央成田IC

【新設】
圏央成田IC

成田空港周辺IC（仮称）（検討中）※

圏央道・アクアライン軸
成田空港と羽田空港を結ぶ新たな軸

圏央道・アクアラインなどの機能強化

東京
都心

事業中
（印西～成田）

北千葉道路

圏央道

宮野木
JCT

〇第２の開港の効果を高めるため、北千葉道路や新湾岸道路などの整備や圏央道・アクアライン軸の強化による、
成田空港アクセスの抜本的な高速化・多重化や、千葉県北西部の渋滞解消を強力に進め、
広域道路ネットワークの整備を図ることが重要

成田と都心・羽田の連結強化、圏央道・アクアライン軸（ゲートウェイ・コリドー）の強化＜参考＞成田と都心・羽田の連結強化、圏央道・アクアライン軸（ゲートウェイ・コリドー）の強化
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16出典：首都圏渋滞ボトルネック対策協議会資料（関東地整HP）を一部加工

交通集中

上り（花輪～武石）
・ＩＣの分合流の速度低下
・花輪ＩＣ先の上り坂
・幕張ＩＣ先の上り坂・カーブ

上り（貝塚～蘇我）
・ＩＣの分合流の速度低下
・貝塚ＩＣ先のサグ

IC流出部で速度低下が発生
（原木IC・花輪IC・武石IC・穴川IC）

○京葉道路は付加車線整備等の渋滞対策を推進しているが、依然として渋滞が発生
○京葉道路本線の渋滞のほか、ＩＣ出口周辺でも速度低下が発生
ＩＣに接続する路線も主要渋滞箇所・区間が連担し渋滞が広範囲に影響

○湾岸地域のロス率は、全道路で51%と、全国平均（41%）及び県内平均（43%）を大きく上回っている。

下り（宮野木～穴川）
・ＩＣの分合流の速度低下
・穴川Ｃ先のサグ

※国土交通省にて算出した集計値。
※高速道路：高速自動車国道、都市高速道路、高規格幹線道路、NEXCO管理道路
※一般道路：高速道路以外の一般道路、主要地方道
※京葉道路の位置する湾岸地域：千葉市、市川市、船橋市、習志野市

＜凡例＞

①自由走行速度 ②実勢速度
ロス率

（（１－②／①））

0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

＜全道路＞

31

63

51%

33

59

43%

速度

36

61

41%

＜一般道路＞

22

50

55%

29

52

45%

速度

31

55

44%

＜高速道路＞

31%

97

67

73

101

27%

速度

83

99

16%

京葉道路の
位置する
湾岸地域

県内
平均

全国
平均

京葉道路の
位置する
湾岸地域

県内
平均

全国
平均

京葉道路の
位置する
湾岸地域

県内
平均

全国
平均

高規格道路アクセスの改善＜参考＞高規格道路アクセスの改善



アクアライン

1 
K6

B 

3.4万台/日

4.3万台/日

8.1万台/日

10.4万台/日

7.1万台/日

5.6万台/日

4.1万台/日

2.2万台/日

11.5万台/日

0.5万台/日

1.1万台/日

1.1万台/日

10.7万台/日

8.8万台/日

9.6万台/日

4.7万台/日

6.6万台/日

7.8万台/日

5.2万台/日

成田空港

2.9万台/日

0.7万台/日

0.9万台/日

2.8万台/日

4.6万台/日

令和8年度開通予定
※大栄JCT～多古IC間は 1年程度
前倒しでの開通を目指す

圏央道（大栄～松尾横芝）

羽田空港

（追加IC）千葉県及びNAAで
実現にむけて検討中北千葉道路経由

京葉道路経由

東関道経由
宮野木
JCT

千葉

東京
都心

横浜

新湾岸道路経由

（アクアライン・圏央道経由）

E51

C 4

E14

E14

E83
E1

E20

E17
E6C 3

C 2

E82

E65

CA

篠崎IC

湾岸市川IC

2車線4車線6車線以上

車線数

令和3年度一般交通量調査値

凡 例

平日24ｈ交通量

供用中

事業中

調査中

圏央道

外環道

湾岸線

東名高速

関越道

常磐道

中央環状線

中央道

館山道

千葉東金道

京葉道

羽田線

湾岸線

新空港道

ৗ
೓
഍
੊
ଡ଼

第三京浜

東関東道

北千葉道路

B 

現行ルート

490円※1篠崎IC →宮野木JCT（18.7km）①京葉道路経由

710円※2湾岸市川IC→宮野木JCT（16.7km）②東関道経由

（参考）京葉道路と東関東自動車道の料金比較（普通車・ETC車利用）

〇現行では、都心から成田空港方面へ向かう際、京葉道路経由と東関道経由で料金に差があり、利用者の経路
選択に影響しており、経路にかかわらず円滑なアクセスを確保することが重要。

＜参考＞経路選択による料金格差

17※１ 首都高連続利用の場合
※２ 大都市近郊区間として算出



凡例

６０ km/h

７０ km/h

８０ km/h 以上

最高速度規制が60km/h区間があり、周辺道路と比較してパフォーマンスが低下

〇 京葉道路では、設計速度80km/hに対し、過去の経緯から最高速度が60km/h引き下げられた区間が存在。
〇 道路規格にあったパフォーマンスを実現するため、京葉道路などの最高速度規制のあり方についても
検討していくことが必要。

＜参考＞ネットワークを賢く利用する取組（最高速度規制のあり方の検討）

18



＜参考＞２０５０年、WISENET（ワイズネット）の実現

出典：千葉県道路協議会（令和６年８月）資料 19



羽田空港

＜参考＞羽田空港・成田国際空港への主な着陸経路

○羽田空港・成田空港へのアプローチは、北風時は、南東方向からの進入となる。

〇南風時は、羽田空港は東方向が多く、成田空港は北西方向からの進入となる。

○成田国際空港は、今後の空港機能強化により、発着回数のさらなる増加が見込まれる。

20出典：国土交通省ホームページ、「羽田空港飛行コースホームページ」、成田国際空港（株）ホームページ「成田空港環境コミュニティ」、国土地理院（https://www.gsi.go.jp/）

羽田空港

北風の時間帯が多い日の例（8/6） 南風時の例（8/13）

６０ ８０

１００

３２０

３３０

成田空港
成田空港

３６０

２７０

１３０ １３０

※各日の午前6時から午後11時の着陸経路を方向別に分類して模式化したものであり、数字及び線の幅は概ねの該当便数を表す。

羽田空港への

主な着陸経路

成田空港への

主な着陸経路

木更津市

君津市

鴨川市

横芝光町

芝山町

多古町

市川市

鎌ケ谷市

成田市

千葉市



成田空港

羽田空港

２６０

２７０３２０

成田空港

羽田空港

３４０

１４０ ２４０

１８０

＜参考＞羽田空港・成田国際空港からの主な離陸経路

21

○羽田空港からの離陸は、北風時は北東・南東・北西方向、南風時は南西・南東方向となる。

〇成田空港からの離陸は、北風時は北西方向、南風時は南東方向となる。

北風の時間帯が多い日の例（8/6） 南風時の例（8/13）

羽田空港からの

主な離陸経路

成田空港からの

主な離陸経路

出典：国土交通省ホームページ、「羽田空港飛行コースホームページ」、成田国際空港（株）ホームページ「成田空港環境コミュニティ」、国土地理院（https://www.gsi.go.jp/）
※各日の午前6時から午後11時の着陸経路を方向別に分類して模式化したものであり、数字及び線の幅は概ねの該当便数を表す。

船橋市

習志野市


